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1は じめに

近畿大学 と東大阪地域の企業群 との産学連携教育の基

盤 となる 「東大阪モノづくり専攻(修 士課程)」 を平成16年

4.月,総 合理工学研究科に開設 した.学 生の教育研究の場

を,近 畿大学および大学の位置する東部大阪地域のモノづ

くりに秀でた企業の研究開発室の両方に設け,指 導教員 と

企業の開発責任者が密接に協力することにより,学生は開

発研究の実務を経験 しつつ,基 礎および専門教育と研究開

発の指導を受けることできる.イ ンターンシップに代表 さ

れる教育の産学連携は,短 期 ・体験型および長期 ・体験型

が主流であるが,本 専攻で実施 しているのは長期・実践型

(第三世代)インターンシップである.ま た,学 生を多面的に

教育 ・指導できる体制を整えるために,企 業や研究所等で

実績を積み,モ ノづくりに精通 した,定 年前後の技術者や

研究者をシニアサイエンティスト・シニアエンジニア(SS&SE)

として受け入れ,さ らに,子 育てが1段 落した女性研究者

のカも積極的に活用 している.本 専攻の4年 間の成果 と課

題について,卒 業生と参画企業のヒアリングの結果 も反映

させて総括 した結果,平 成20年 度 より博士後期課程を設

置するとともに,養 成すべき人材像を明確に定めた.っ ま

り,「東大阪モノづくりイノベーションプログラム」は,大 学(教

員およびSS&SE)と 東部大阪地域の企業群が協同で進める,

先駆的な人材育成の試みである.

本プログラムは,1)長 期 ・実践型(第 三世代)の 産学

連携教育,2)セ カンドメジャー制度導入による専門分野外の

基礎知識 と幅広い視野の養成,3)社 会人力や社会感覚の

養成,国 際性の酒養,倫 理 ・コンプライアンス教育,MOT

教育などを含む総合的な研究者 ・技術者教育,4)ス キルレ

ベルの定義による目標の明確化,を 含む斬新なプログラム

である。また,新 しい価値を創造できる研究者 ・技術者 と

して,3つ の人材像,1)モ ノづくりエンジニア(博 士前期課

程):モ ノづくりプロセスを体系的に理解 し,製 品,特 許,

論文を生み出せる,2)モ ノづくりイノベーター(博 士後期課

程):複 数の要素技術の組み合わせをべ一スに全体最適な

開発策を生み出せる,3)モ ノづくりプロデューサー(博 士後

期課程):モ ノづくりエンジニアを動員 し,製 品開発プロ

ジェク トを推進できる,を 設定 した.ま た,策 定した基準

に照 らし合わせて,達 成度を評価する.

従来の博士後期課程では1名 の教員による,深 く絞 り込

んだ課題に関す る研究を中心 とした専門教育が行われて

きた.こ れが学位取得後に活躍できる分野を制限してきた

面もある.一 方,本 プログラムでは教員,SS&SEお よび

参画企業の技術者が連携 して教育を行 うので,学 生は多様

な価値観 をもつ複数の指導者と接触する.博士後期課程に

おいては,専 門分野の講義(特 講 ・選択必修科 目)に加え,

4つ の東大阪モノづくり演習(マ テ リアルズ,計 測・制御,

メカ トロニクスおよび品質経営)を 設け,専 門の分野以外

の演習科 目の取得(2科 目)を 義務づけ,専 門分野以外の

基礎教育(修 士 レベルの知識と研究能力の修得)を 実施 し

ている(セ カンドメジャー制度).セ カンドメジャー科目は

指導教員以外の教員が担当 し,一分野にとらわれない多様

な基礎知識と研究能力が養われる.ま た,博 士前期課程に

おいても,東 大阪モノづくり特別演習(必 修科 目)を セカ

ンドメジャー科 目とし,専 門分野以外での学士 レベルの知

識と研究能力を修得させる.

本プログラムの実行性を高めるために,プ ログラム運営

委員会およびマネジメントオフィスを設置 し,自 立的に成長

する仕組み(PDCAサ イクル)を 構築する.さ らに,教 員 ・

企業技術者との連携を密接にし,カ リキュラムを円滑かつ

効率的に運用するとともに学生のサポー ト(スキル レベル

の検証と向上,キ ャリアパスの形成)を 行 う専門人材 とし

て,プ ログラムマネージャーを配置する.さ らに,本 プログ

ラムでの学位取得者が,客 員教員 として本プログラムで学

生を指導するとい う,モ ノづくり人材養成の循環システムの

構築を目指す.
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Fig.1教 育 システム の概 念 図



2プ ログラムの概要

2.1人 材育成 目標の明確化

[人材養成目標の規定]近 畿大学大学院学則には 「第2

条2修 士課程(博 士前期課程)は,広 い視野に立って精

深な学識を授け,専 門分野における研究能力又は高度の専

門性を要する職業等に必要な高度の能力を養 うことを目

的とする.3博 士課程(博 士後期課程)は,専 門分野につ

いての研究者 として自立して研究活動を行い,又 はその高

度に専門的な職業に従事するに必要な高度の研究能力及

びその基礎 となる豊な学識を養 うことを目的とする.」 と

規定されている.「東大阪モノづ くりイノベーションプロ

グラム」では,ま さに,こ の学則の理念に基づき,新 しい

価値を創造できる研究者 ・技術者の養成を目的とする.

[大学・地域の特色]東 部大阪地域には,松 下電器産業

に代表 される大企業から,人 工衛星 「まいど1号 」を打ち

上げた元気な中小企業まで,高度なモノづくり技術を持つ

企業群が集積 している.こ れらの企業との産学連携を通じ

て実社会に貢献することが本学の理念でもあ り特徴でも

ある.

[どのような人材を育てるか]「 東大阪モノづくりイノベ
ーションプログラム」では,新 しい価値を創造できる研究

者 ・技術者として,3つ の人材像を設定する.1)モ ノづ

くりエンジニア(博 士前期課程):モ ノづ くりプロセスを

体系的に理解 し,製 品,特 許,論 文を生み出せる.2)モ

ノづ くりイノベーター(博 士後期課程):複 数の要素技術

の組み合わせをべ一スに全体最適な開発策を生み出せる.

3)モ ノづくりプロデューサー(博 士後期課程):モ ノづ

くりエンジニアを動員 し,製品開発プロジェクトを推進で

きる.

[教育の産学連携を実践する新たな取り組み]平 成16年

開設の 「東大阪モノづくり専攻(当 時,修 士課程)」 はこ

のための,い わば 「特区」である.学 生の主たる教育研究

の場を,近 畿大学の位置す る東部大阪地域のモノづくりに

秀でた企業の研究開発室に置き,指 導教員 と企業の開発責

任者が密接に協力 して学生を指導 している.イ ンターンシ

ップに代表 される教育の産学連携は,短 期 ・体験型(第 一

世代),長 期 ・体験型(第 二世代)が 主流であるが,東 大

阪モノづ くり専攻では,教員 と企業の技術者の協同による

長期 ・実践型(第 三世代)教 育を実施 してきた.こ れまで

の4年 間の成果 と課題にっいて,卒 業生および参画企業の

ヒアリングを通 じて総括 した結果,修 士課程の充実と博士

後期課程の設置の必然性が明らかになった.こ れを踏まえ,

平成20年 度 より,博 士後期課程を設置す るとともに,養

成すべき人材像を明確に定めた.

[入学試験]東 大阪モノづ くり専攻の入学試験では,モ

ノづ くりに必要な,想 像力,理 解力,プ レゼンテーション

カ,討 論力などを評価するために,与 えられた材料を用い

て 「用 ・強 ・美」を考慮しながら役に立つモノを手作 りす

る,と いうユニークな実技試験を実施 している.

[教育研究目的の開示]「 東大阪モノづくり専攻」の理

念や実施方法については,ホ ームページをはじめとする各

種のメディアで広 く公開している.

[理念・役割等の組織的共有]大 学基準協会における評

価項 目 「大学の理念 ・目的」の概評では,「東大阪モノづ

くり専攻は,建 学の精神の顕著な具体例として評価でき

る」と指摘されてお り,全 学 レベルにおいて 「実学」が明

確な理念として共有されている.

2.2目 的に沿った体系的教育課程の編成

[きめ細かな指導・少人数教育]東 大阪モノづくり専攻

には,モ ノづ くり研究開発を進める上で基本 となる知識を

養 うための講義群が用意されている.大 学院学生は,指 導

教員および企業の技術者と相談 し,必要な基礎知識を修得

できる科 目を選択する.本 専攻博士前期課程の定員は10

名であるため,必然的に少人数で密度の高い講義を受ける

ことになる.主 たる教育研究の場を東大阪のモノづ くりに

秀でた企業の開発研究室に置いているが,近 畿大学は東部

大阪地域の中央に位置するため,必要な講義は大学で受講

することができる.さ らに,本 事業の助成により,双 方向

のブロー ドバン ド教育を充実させる.

[幅広い基礎知識の修得と多様な研究活動]博 士後期

課程においては,専 門分野の講義(特 講 ・選択必修科 目)

に加 え,4つ の東大阪モノづ くり演習(マ テ リアルズ,計

測 ・制御,メ カ トロニクスおよび品質経営)を 設け,専 門

の分野以外の演習科 目の取得(2科 目,8単 位)を 義務づ

け,専 門分野以外の基礎教育(修 士 レベルの知識 と研究能

力の修得)を 実施 している(セ カン ドメジャー制度).セ

カン ドメジャー科 目は指導教員以外の教員が担当し,一分

野にとらわれない多様な基礎知識 と研究能力が養われる.

また,博 士前期課程においても,平 成21年 度より東大阪

モノづくり特別演習(4単 位,必 修科目)を セカン ドメジ

ャー科 目とし,専門分野以外で学士 レベルの知識 と研究能

力を修得させることにしている.モ ノづ くりの実践に必要

なMOT科 目や国際インターンシップなどの科 目も開講 し

ている.デ ィスカッション能力や研究 ・開発能力を高める

方法として,産 学連携フェア等での発表を積極的に勧めて

いる。さらに,幅 広い分野の知識を得るための学際研究1

(博士前期課程),学 際研究II(博 士後期課程)(学 内外の

講演会やセ ミナーへの参加15回 とその報告書で1科 目の

修得とする)を 開講 している.課 程途中の中間報告会にて

基礎力修得の達成度を評価する.

[教員組織の拡充]平 成20年 度の東大阪モノづ くり専

攻博士後期課程の開設にあた り,研究科のコンセンサスを

得て既設全専攻の専門分野をカバーす る専攻横断型の教

員を配した.ま た,個 々の大学院学生に対 して必要な基礎

教育を適切に実践するために,研究科全教員を流動的に兼

担として受け入れ,教 育体制の充実を図っている.さ らに,

本プログラムで学位 をとった方が,客 員教員 として本プロ

グラムで大学院学生を指導するとい う,モノづ くり人材養

成の循環システムの構築を目指 している.

[教育プロセス管理]東 大阪モノづ くり専攻の教育プロ

セス管理は,既存の総合理工学研究科の工学系専攻のそれ

と基本的に同じであるが,上 記のような基礎力を滴養する

様々な試みを導入 している.ま た修士学位の授与の条件に

ついても,新 製品の開発,新 製品の開発に繋がる特許の取
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得,あ るいはベ ンチャー企業の立ち上げなどで修士論文に

代えることができる.研 究テーマが産学連携研究に基づい

たものであり,その成果を公表できない部分も含んでいる

ため,修 了(修 士論文)審 査は2段 階で行っている.ま ず,

主査(指 導教員),副 主査(教 員)お よび副査(企 業の開

発担当者)が 非公開の審査会にて厳格に審査する.公 聴会

においては,企 業秘密に係る点は公表 しなくて良い,と し

ている.こ れ らの審査は,近 畿大学学位規程に則って行わ

れている.博 士論文の審査においても同様の方法を適用す

る.

また,学 年ごとのスキル レベル到達度は,策 定した基準

に照 らし合わせて,指 導教員,企 業の開発担当者,プ ログ

ラムマネージャーが学生 との面談 ・報告会等で評価,検 証

する.

2.3教 員組織の整備

[教員組織]専 攻の専任教員は8名 である.こ れらの専

任教員は,い ずれも既存の他専攻を兼担 しており,専 攻横

断型の多様な専門分野の教員で構成されている.さ らに,

多様な産学連携研究に柔軟に対応するために8名 の教員

が兼担 している.し たがって,も ともと研究科を構成す る

全専攻に跨る専門分野横断型専攻としての性格が強い.し

かし,斬 新な試みであるので,他 の専攻 とは別に,研 究科

内のいわば 「教育特区」として立ち上げた.過 去4年 間の

実績で一定の評価が得られたので,平 成20年 度より博士

後期課程 を既存の全専攻に跨 る専攻横断型専攻 として開

設 した.な お,専 任教員も既存の他専攻を兼担してお り,

志望学生ならびに参画企業の要望に応 じて,共 同研究に実

績のある教員を流動的に配置 している.

[シニアサイエンティスト・シニアエンジニア(SS&SE)]企

業や研究所等で実績を積み,モ ノづくりに精通 した,定 年

前後の技術者や研究者を受け入れ,産 学連携研究を強力に

推進するとともに,院 生を多面的に教育 ・指導できる体制

を整えている.ま た,子 育てが1段 落 した女性研究者の力

も積極的に活用 している.SS&SEに も外部資金獲得を強

く推奨してお り,平 成19～20年 度文部科学省科学研究費

補助金に1件 採択されている.平 成20年 度はすでに13

名 を雇用しているが,本 事業により,さ らに3名 程度を雇

用 したい.こ の制度に対しては,松 下電器産業,サ ンヨー,

島津製作所,産 業技術総合研究所関西センター等多 くの企

業,公 的研究機関の賛同を得ている.2007年 度問題に対

する国家戦略の一つとして,近 畿大学だけでなく,全 ての

教育・研究機関でこの取 り組みの導入を検討することを提

Fig.2教 育 プ ログラム の 全 体像



案 したい.

[教育評価の人事処遇への反映]本 学の新任採用 ・昇格

人事は学部で行っている.理 工学部では,人 事に際して教

育評価を反映させる方法をすでに採用 している.

2.4FDの 実施体制

[FDの 実施体制]教 員の人事に関わることは基本的に

理工学部が担当している.約2ヶ.月 に1回,学 部の自己点

検評価委員会主催の授業法研究セミナーを開催 している.

総合理工学研究科においても自己点検評価委員会を設置

してお り,大学院における教育のあ りかたについてデータ

収集 と検討を進め,2年 ごとにその結果をまとめて公表し

ている.

[学生による授業等の評価]学 部学生の授業評価は年2

回行われ,人 事のみならずボーナスにも反映されている.

大学院の講義における学生アンケー トも適宜行われてお

り,そ の調査結果も開示されている.し かし,近 畿大学の

大学院では,各 講義を受講する学生数が数名～10名 程度

であり,教 員 との関係が親密になり,学 生の本音が出にく

いなどの問題点がある.今 回の 「大学院教育改革支援プロ

グラム」で集積されるであろう,他 大学の,よ り精密な大

学院授業評価のための工夫を勉強 し,我々のさらなる改善

に役立てたい.

[外部評価]公 聴会,判 定会議の後に,学 生が所属する

企業の開発担当者を交えて専攻にかかわる全教員 との意

見交換の場を設けている。また,日 常の研究指導も指導教

員 と企業の開発担当者が協同で行ってお り,常に学外の意

見を聞きながら教育プログラムをブラッシュア ップす る

体制になっている.

2.5成 績評価基準の明示

[成績評価基準等の明示]成 績評価基準を始め,授 業概

要,学 習教育目標および到達 目標,試 験方法などをシラバ

スに詳細に記載 し,冊 子 として年度始めに配布 し,履 修指

導を行 うと同時に,Web上 でも閲覧できるようにしている.

また,修 了の要件も募集要項等に明示 し,客 観的かつ厳格

に評価 している。

[円滑な学位授与の促進]既 設博士後期課程5専 攻で

は,学 位授与の基準を専攻ごとの内規で定め,そ の内規を

厳格に適用すると同時に,適切な指導体制でほぼ全員標準

修業年限内に学位を授与 してきている.今年度開設 した東

大阪モノづ くり専攻博士後期課程においても,既設の専攻

に準 じて運用 している.

2.6学 生に対する修学上の支援

[学生の流動性向上の方策]東 大阪モノづくり専攻は,

そのコンセプ トがユニークであり,新聞等にもしばしば取

り上げられている.ま た,専 攻独 自のホームページを通じ

て広報 していることもあり,他大学からの受験生も本研究

科の他専攻に比 して多い方である.ま た,専 攻横断型の性

格が強い専攻であり,学部 と異なった専門分野を志望する

学生も少なからず入学 している.専 門分野および専門分野

外の知識 と研究能力をバランスよく修得 させるために,専

攻内の講義科 目および演習科 目,さ らに,他 専攻開講科 目

が効果的に機能 している.

[学生への経済的支援]東 大阪モノづくり専攻の大学

院学生は企業の社員として生活基盤が保障されている.生

活基盤が保障され,研 究に打ち込める体制を整えることが

東大阪モノづ くりイノベーシ ョンプログラムの重要なコ

ンセプ トの一つである.

[キャリアパス形成の指導]企 業に所属して,産 学連携

研究に携わること自体が貴重な経験となる.ま た,複 数の

教員,SS&SEお よび企業技術者が専攻の就職委員やプロ

グラムマネージャーと協同することにより,適切にキャリ

ァパス形成の指導を行 う体制を整えている.

[多様な学生が切磋琢磨する環境]東 大阪モノづくり

専攻は専攻横断型専攻であり,さまざまな専門分野の学生

が切磋琢磨する環境が整っている.ま た,そ れぞれの学生

の所属企業での指導によって複眼的な価値観を持った学

生が,大 学において講義科 目や演習科 目を受講することに

よって,さ らに多様な価値観を身に付けることができるよ

うになる.さ らに,SS&SEに よる多面的な教育指導体制

も整っている.

2.7自 己点検・評価体制の整備

[自己点検評価委員会]近 畿大学総合理工学研究科の

基盤 となる理工学部では,平成6年 に自己点検評価委員会

を発足させ,平 成8年 には第1次 自己点検 ・評価報告書を

作成 ・公表 し,爾 来第6次(平 成17年)ま で作成 ・公表

している.総 合理工学研究科の自己点検評価委員会は,平

成11年 に理工学部委員会の小委員会 として発足 した.そ

の後,研 究科の委員会として独立 した.学 部教育 と大学院

教育の一貫性が重要であるため,従来は学部 と大学院をま

とめて1冊 の自己点検 ・評価報告書に取 りまとめてきた.

しか し,大 学院教育の充実に鑑み,平 成17年 度の報告書

からは理工学部と,大 学院総合理工学研究科の自己点検 ・

評価報告書を独立させ,そ れぞれの重要項 目に重点を置い

た報告書を作成することとした.例 えば,人 材養成 目標 と

い う最も基本的な項 目においても,大学院では基礎力のあ

る,か つ実践的な人材養成がより重要となる.大 学院の報

告書では,当 然,研 究に関する点検 ・評価が重要となる.

これは在学する学生のみならず,教 員の研究活動,さ らに

はそれに基づく社会的活動の状況,経 年的活性化などが詳

しく調査され,報 告されている.

これに基づいて総合理工学研究科の教育研究体制も継

続的に改善されている.

具体的な改善の例として;実 践的な技術英語教育の充

実を求める声が非常に強 く,「実践科学技術英語演習」を

開講 した.ま た,幅 広い観点を持った学生教育の要望が,

特に学外から強く,学 生が自ら学内外の講演会,講 習会に

参加 し,内容的に妥当と教員および研究科が認めたものの

回数が15回 に達 したときは正式の単位を認める 「学際研

究」とい う制度を設けた.

28情 報提供体制の整備

[ホームページによる情報発信] 東大阪モノづくり専攻
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(修士課程)は,平 成16年 度の開設前から専攻独 自のホ
ームページを立ち上げ,専 攻設置の目的,魅 力ある教育内

容,募 集要項,参 画企業 ・研究テーマ等の情報を積極的に

提供 している.こ の結果,他 大学からの受験問い合わせ等

も年々増えてきている.ま た,企 業からの参画申し込み ・

問い合わせも多数ある.さ らに,SS&SEの 募集 もこのホ
ームページで行ってお り,有為の人材確保に役立っている.

平成20年 度の博士後期課程開設を機に,ホ ームページを

充実 させた.今 後,情 報提供を更に充実させるとともに,

これまで4年 間の成果も順次公表 していく必要がある.

[新聞報道等]そ の教育システムの新規性か ら新聞を

始めとする各種メディアにも取 り上げられている.取材 申

し込みには積極的に対応 している.

[各種フェアでの情報発信]産 官学連携推進会議(京 都)

を始めとする各種大型産学連携フェアに出展 し,東大阪モ

ノづ くり専攻の広報に努めている.ま た,こ のためのボス

ター,パ ンフレット等も整備 している.

[学位論文公聴会]学 位論文公聴会は,大 学院における

教育の成果を発表する最も効果的な機会である.公 開が原

則ではあるが,これまであま り積極的には公開されてこな

かった,東 大阪モノづ くり専攻(修 士課程)で は,第1

回修了生の公聴会(平 成17年 度)か ら,広 く学外,特 に

東部大阪地域の企業に開催案内を発送 し,多 くの参加者を

得ている.

[情報提供]情 報提供は,学 生に対するものと企業に対

するものがある.「東大阪モノづ くりイノベーションプロ

グラム」は,そ の趣旨をよく理解し,協 力していただける

企業があってはじめて成立するシステムである.し たがっ

て,これまでは企業に対す る情報提供を中心に考えてきた.

学部3年 生への成績発送時に 「東大阪モノづくり専攻」の

説明会案内を同封 したところ,大 きな反響があった.今 後

は,有為な学生を多く集めるための情報提供体制を整備 し

ていく必要がある.

体 性 が な い こ とが 不 採 択 の 主 な 原 因 で あ っ た と考 えて い

る.前 回 の 申請 に 対 して,刀 研辮 発 ノこ偏 っ で の る よ う

〆こ児 受 〆プられ る,2ノ 塞 礎 的 教臨彦 が(どの よ ラに デテわノZで の

る、かが 男確 〆こさカ で〃、な 〃、.3ノ 教7享プ 々グラ ム の鋤 盤

を高 凸め るユニ夫が 望 まカ る.と の指 摘 が あ っ た.東 大 阪モ ノ

づ く り専 攻 博 士 後 期 課 程 の 開 設 に あた り,博 士 前 期 課 程 も

含 め,養 成 す べ き人 材 像 を 明確 に した.そ の人 材 像 を 目標

に研 究 テ ー マ を設 定 し,① これ を推 進 す る こ と に よ り3P

(Patent,Paper,Product)創 出 を め ざす,② テ ー マ の推 進 を

支 え る基 礎 科 目の 充 実 を図 る こ と に よ り,1)お よび2)

につ い て 改 善 した.ま た,3)の 改 善 の た め に,① 大 学 院

学 生,指 導 教 員,企 業 技 術 者 が到 達 目標 を共 有 す る た め に

スキ ル 基 準 を設 定 し,② モ ノづ く り教 育 に お い てPDCAが

回 る仕 組 み(「自立 的 」成 長 プ ログラム)を 作 成 し,③ マネ ジメ

ントオフィス お よび プ ログ ラム 運 営 委 員会 を つ く り 自立 的 成

長 プ ロ グ ラ ムの 実 効 性 を確 保 す る.さ らに,教 員 ・企 業 技

術 者 との 連 携 を密 接 に し,カ リキ ュ ラ ム を 円滑 かつ 効 率 的

に運 用 す る と と もに 学 生 の サ ポ ー トを 行 う専 門 人 材 と し

て,プ ログ ラム マネー ジャー を配 置 す る.こ の プ ロ グ ラ ムマ

ネ ー ジ ャ ー の 人 材 像 は 「教 育 の 分 か る産 学 連 携 コー ディネ

ーター 」 で あ るが
,我 が 国 の大 学 にお い て は ほ とん ど見 あ

た らな い.し た が っ て,プ ロ グ ラ ム 実 施 当初 は 専 攻 長 が

SS&SEの 支 援 を受 けて そ の 役 割 を担 うが,本 事 業 実 施 を

通 じて,こ の プ ロ グ ラ ムマ ネ ー ジ ャー の育 成 も併 せ て行 う.

2.9学 部教育との連携

[文部科学省 ものづくり技術者育成支援事業「東大阪モノ

づくり技術者育成プロジェクト」との関係]

平成16年 に開設 した大学院 東大阪モノづ くり専攻(修

士課程)で の実績 と経験を学部教育に活かすため,標 記プ

ロジェク トを提案 し,平 成19年 度に採択 されている.標

記事業は学部教育に関するものであり,本件 申請の事業は

大学院教育に関するものである.両 事業は会計上異なる2

つの事業 として運営する.

本プログラムの実施によって,学 部から大学院博士前期

課程 ・博士後期課程に至るまでの大学 ・大学院のすべての

教育課程において,一 貫した理念 と手法による教育プログ

ラムの開発 ・運用が可能になる.

2.10プ ログラムの改善

[プログラムの改善・充実]本 プログラムは,平 成19年

度にも文部科学省 大学院教育改革支援プログラム(大 学

院GP)に 申請 し,不 採択になった.当 時は,「東大阪モノ

づ くり専攻博士後期課程」開設前であり,プ ログラムに具

Fig.33P(Patent,Paper,Product)創 出

3教 育プログラム

3.1プ ログラムの位置づけ

平成16年 度に開設 した東大阪モノづ くり専攻(修 士課

程)は,い わば 「教育特区」であり,長 期 ・実践型の産学

連携教育や知的財産権に関する実践的科 目の開講など,先

駆的な取 り組みを実施 してきた.特 区での4年 間の試行に

おける卒業生お よび参画企業の ヒアリングを通 じて総括

した結果,修 士課程充実の方向性 と博士後期課程設置の必

然性が明らかになった.そ の結果,平 成20年 度より,博

士後期課程を設置するとともに,養成すべき人材像を明確

に定めた.し たがって,「東大阪モノづ くりイノベーショ

ンプログラム」は,東 大阪モノづくり専攻における,これまで

の成果と課題(社 会の要請)の 総括の上に設計・構築されて

いる.



Fig.4自 立 的成 長 プ ログラム(PDCAサ イクル が 回 る仕 組 み)

3.2プ ログラムの理念

[意欲的なプログラム]以 下の考え方に基づく.

1)長 期 ・実践型(第 三世代)の 産学連携教育,2)セ カ

ンドメジャー制度導入による専門分野外の基礎知識 と幅広

い視野の養成,3)社 会人力や社会感覚の養成,国 際性の

滴養,倫 理 ・コンプライアンス教育,MOT教 育などを含む

総合的な研究者・技術者教育,4)ス キルレベルの定義によ

る目標の明確化

Fig.5ス キル レベル の定 義

[創造性豊かな若手研究者の養成]従 来の博士後期課

程では1名 の教員による,深 く絞 り込んだ課題に関す る研

究を中心 とした専門教育が行われてきた.これが学位取得

後に活躍できる分野を制限してきた面もある.一 方,本 プ

ログラムでは教員および参画企業の技術者が連携 して教

育を行 うので,学 生は多様な価値観をもつ複数の指導者 と

接触する.ま た,セ カンドメジャー制度を通じて,主 専攻

以外の基礎知識の修得 と研究に携わることができ,創 造性

豊かな研究者の養成に大きく寄与する.さ らに,技 術にお

いても人生においても豊かな経験を持つSS&SEか ら多 く

を学ぶことができる.

[プロジェクトの運営管理能力の養成]東 大阪モノづ く

り専攻(博 士前期課程)で は,企 業の開発現場で製品開発

に携わることにより,大学に常駐する場合に比べてはるか

に多 くの運営管理に関する能力を身につけることができ

る(モ ノづくりエンジニア).博 士後期課程のプログラム

ではさらに以下のような教育により,リーダー としての力

を身につけさせる(モ ノづくりイノベーター,モ ノづ くり

プロデューサー).(1)セ カン ドメジャー制度による異分

_野 における基礎知識と研究能力の集中的な修得,(2)競 争

的研究資金への申請書の作成 を通 じてのプロジェク トの

組み立て方の学習,(3)産 学連携フェアにおける出展の企

画 ・実行の責任者を担当,な どである.

[実現性を高めるための計画]プ ログラム運営委員会

およびマネジメン トオフィスを設置 し,本プログラムの実

行性を高めるとともに,自 立的に成長す る仕組み(PDCA

サイクル)を 構築 している.さ らに,教 員 ・企業技術者 と

の連携を密接にし,カ リキュラムを円滑かつ効率的に運用

するとともに学生のサポー トを行 う専門人材として,プ ロ

グラムマネージャーを配置する.

3.3プ ログラムの実施計画

・平成20年 度:

[産学教育連携の円滑運営]
・評価法の検討 ,策 定:東 大阪モノづ くりイノベーショ

ンプログラム運営委員会を設置 し,スキル到達 と研究成果

の評価のための方法を策定する.中 間報告会における達成

度評価の項 目・基準も策定する.
・組織体制の充実:マ ネジメン トオフィスを整備 し,産
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学教育連携の推進やプログラム運営委員会のサポー トお

よび達成度評価 システム構築のためのアンケー トお よび

ヒアリングのとりまとめを担当する.

・ 専門人材(プ ログラムマネージャー)の 配置:教 員 ・

企業技術者 との連携を密接にし,カ リキュラムを円滑かつ

効果的に運営す るとともに学生のサポー トならびに達成

度評価システム構築のための支援を行 う.

[博士後期課程の充実]
・ 「東大阪モノづ くり演習」の開講:セ カン ドメジャー

教育制度 として,本 演習科目を必修とする.こ の演習は,

専攻の教育分野をマテ リアルズ,計 測 ・制御,メ カ トロニ

クス,品 質経営の4つ に分け,学 生の専門としない分野の

うち2っ を選択 して履修 しなければならない.学生は,1)

各担当教員の研究分野の トピックを取 り上げ,バ ックグラ

ウン ドとなる講義を受ける.2)担 当教員 とのディスカッ

ションでテーマを決め,実 験研究を行 う.3)得 られた結

果についてディスカッションを行い,成果をまとめて学会

等で発表する.到 達 目標は,学 生の主専攻 としない分野の

学会等でもディスカッションできる能力(修 士レベル)を

養 うことである.修得 した他分野専門基礎に関する総合的

到達度は中間報告会,公 聴会にて評価する.

[博士前期課程の充実]
・ 特別研究の充実:企 業現場における研究指導,企 業の

協力担当技術者 との協議のための多地点双方向映像通信

の質を格段に向上 させ,教 育環境を整備する.

・ 国際インターンシップ制度の確立:全 学的学生支援組

織 「キャリアセンター」の国際インターンシップ制度 との

整合を図り,教員およびプログラムマネージャーが大学院

学生を支援する.
・基礎科 目(MOT ,知 的財産権,倫 理教育など)の 充実:

情報機器を効果的に活用 した教育を実施する.

・平成21年 度:

[博士後期課程の充実]
・ 「学際研究II」 の開講:幅 広い分野の知識 を習得させ

るため,前 期課程 「学際研究」のア ドバンス ト科 目として,

「学際研究II」を開講する.そ の一環として,広 範な分野

の企業技術者,研 究者,外 国人研究者を招いて講演会,ワ
ークシ ョップを開催することにより幅広い専門性や国際

性を酒養する.
・ 学位論文中間報告会(後 期課程2年 次)に おいて専門

および基礎力の達成度の中間評価を実施する.

[博士前期課程の充実]
・ セカン ドメジャー科 目 「東大阪モ ノづくり特別演習」

の開講:後 期課程科 目 「東大阪モノづくり演習」の実践例

を参考に博士前期課程においても,セ カンドメジャー科目

として,主 専攻 としない分野における学士レベルの知識 と

研究能力を修得 させるとともに,総 合的基礎力のボ トムア

ップを図る.

今後の教育プログラムをさらに円滑に進めるための人

的システム(事 務 ・研究支援者)等 を整備する.

・平 成22年 度:

[東大阪モノづくりイノベーションプログラム(博 士前期課

程・後期課程)]

基本的な教育プログラム実施計画は前2年 度 と同一で

あるが,全 体の達成度評価システムを確立させる.
・支援最終年度にあたる平成22年 度は,イ ノベーション

プログラムの整備 ・運営 と同時に,こ れまでの成果を評

価 ・総括し,公 表する.大 学院教育改革シンポジウムを開

催 し,当 該教職員,大 学院学生ならびに企業関係者への本

取組みの理念および成果の共有化を図る。
・さらに,支 援期間終了後の展開について明確なロー ドマ

ップを作成する.

4お わ りに

[我が国の大学院教育の実質化への波及効果]こ れま

での産学連携は研究面での連携だけが重視 されがちであ

った.「東大阪モノづくりイノベーションプログラム」に

おける最も重要で斬新な発想は「教育のために産学が連携

する」とい う点である.こ の産学教育連携は,短 期 ・体験

型(第 一世代),長 期 ・体験型(第 二世代)が ほとんどで

あり,本 専攻が実践 してきた長期 ・実践型(第 三世代)は

ほとんど見あたらない.し たがって,こ の取組みから派生

する多くの新 しい試みは我が国の高等技術者・研究者の育

成に新 しい知恵を提供するものと確信 している.し たがっ

て,我 が国における第三世代型産学教育連携の構築 と定着

には文部科学省の支援が必須であると考えている.

[補助事業終了後の展開]東 大阪モノづくり専攻(博 士

前期課程)に おける産学教育連携の実施にあたっては大学

が費用(研 究支援費として)を 支援 しているのが現状であ

る.し か し,東 部大阪地域の企業 との産学連携は進んでお

り,外 部資金獲得額も増えている.大 学から企業への研究

支援費は,産学連携の進展による各種助成金の獲得によっ

て低減 していくものと期待される.ま た,博 士後期課程の

学生を中心 として各種産学連携研究推進のための助成金

を積極的に申請 していく.企業を中心 とするマ ッチングフ

ァン ド等への助成金申請,採 択された場合の研究管理 ・運

営も教育の一環 として重要な意味をもっと考えるか らで

ある.さ らに,本 プログラムで開発するマネジメン トオフ

ィス(専 門組織)お よびプログラムマネージャー(専 門人

材)は,教 育の産学連携および産学連携研究の推進におい

て重要な役割を果たすので,本 事業終了後もリエゾンセン

ター(本 学既存の産学連携オフィス)と 連携 しながら自立

的 ・継続的に運用 していく.

[モノづくり人材養成の循環システム]最 も重要な人のネ

ッ トワークについては東大阪モノづくり専攻の過去4年

間の活動だけでも順調に拡がってお り,本事業完了の時点

では,が っちりとしたイノベーションプログラムが構築 さ

れてお り,継 続的に発展 していくものと確信 している.特

に,本 プログラムで学位を授与された企業研究者が,客 員

教員として本プログラムで大学院学生を指導するとい う,

モノづくり人材養成の循環システムが機能することを期待 し

ている.
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カリキュラム 博士前期課程

分野 授 業 科 目
単位数

担 当 教 員
必修

選択
必修 選択

専修

映像計測技術特論 2 教 授 江藤 剛治
小規模生産品質経営特論 2 教 授 岩崎 日出男
材料創製工学特論 2 教 授 沖 幸男
熱加エプロセスエ学特論 2 教 授 森本 純司
メカトロニクス特論 2 教 授 五百井 清
高性能電磁機器開発特論 2 准教授 橋新 裕一
レーザー応用機 器開 発特論 2 教 授 中野 人志
ナノテクノロジー工学 特論 2 准教授 古南 博
応用微粒子化学特論 2 教 授 伊藤 征司郎
ナチュラルプロダクトテクノロジー特論 2 教 授 宮澤 三雄
機能性物質開発特論 2 教 授 南 武志
WEBア プリケーション特論 2 准教授 樋ロ 昌宏
マテリアルテクトニクス特論 2 准教授 岩崎 光伸
精密生産工学特論 2 准教授 原田 孝

基礎

地場産業組織論1 2 教 授 文能 照之
地場産 業組織 論II 2 教 授 文能 照之
知的所有権 2 客員教授 清原 義博
総合技術管理1 2 客員教授 浅野 昌也
総合技術管理H 2 客員教授 浅野 昌也
産業倫理 2

コミュニケーションスキル 2 非常勤講師 根岸 和政
国際 国際インターンシップ 2 専修科目担当教員

特別
東大阪モノづくり特別研究 16 専修科目担当教員
東大阪モノづくり特別演習 4 専修科目担当教貝

共通

実践科 学技術 英一吾演 習1 1 非常勤 董師 中山 裕木子
実践科学技術英 吾演 習II 1 非常勤 董師 中山 裕木子
実践科 学技術 英一吾演 習II1 1 非常勤 青師 福田 尚代
実践科学技術英語演習1V 1 非常勤 薄師 福田 尚代
学際研究 2 専修科目担当教員
大学コンソーシアム大阪単 位互換 科 目

(センター科 目)
2

*

*

*

*

*

*

*

*

*

カリキュラム 博士後期課程

分野 授 業 科 目
単位数

担 当 教 員
必修

選択
必修 選択

専修

映像計測技術特講 2 教 授 江藤 剛治
本年度不開講映像計測技術特殊研究 ※

材料創製工学特講 2
教 授 沖 幸男

材料創製工学特殊研究 ※
熱加エプロセスエ学特講 2 教 授 森本 純司

本年度不開講熱加エプロセスエ学特殊研究 ※

ナチュラルプロダクトテクノロジー特講 2
教 授 宮澤 三雄

ナチュラルプロダクトテクノロジー特殊研 究 ※
メカトロニクス特講 2

教 授 五百井 清
メカトロニクス特殊 研究 ※
レーザー応用機器開発特講 2

教 授 中野 人志レーザー応用機器開発特殊研究 ※
ナノテクノロジー工学 特講 2

准教授 古南 博
ナノテクノロジー工学 特殊研 究 ※

演習

東大 阪モノづくり演 習

(マテリアルズ)
4

教 授 沖 幸男
教 授 森本 純司
教 授 宮澤 三雄
准教授 古南 博

東大 阪モノづくり演 習

(計測 ・制御)
4

教 授 江藤 剛治
准教授 橋新 裕一
教 授 中野 人志

東大 阪モノづくり演 習

(メカトロニクス)
4 教 授 五百井 清

東大 阪モノづくり演 習

(品質経 営)
4 教 授 岩崎 日出男

選択
小規模生産品質経営特講 2 教 授 岩崎 日出男
高性能電磁機器開発特講 2 准教授 橋新 裕一
博士学際研究 2 専修科目担当教貝

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*は 取組担当者
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